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論文内容要旨

緒 薗

 正円窓誘導により,clickを用いて,.C㏄hlearMicro仙σnic(CM)レSumI阻むi㎎R}忠elltia1
 (SP),AcむiOIlPoむenむi乱i(AP)等の電位を夫々分離記録し,夫々の性質を朋らかにする事に

 より,これらを指標として,二三聴覚の問題について険討を行った。

 実験動物並びに実験装置

 異験には正常海漢を用い,立ち上りの早い,経過の短いClick(中心胴波数約12000%)を
 使用して上記電位を夫々の持つ潜伏時の差を利用して分離

 記録した。

 実験成績並びに毒按

 マ曳騨内灘位について第1図

 坦蹴cli繭音圧が40db(visuaide七ecむation酊!
 1evel)の場合の反応波形である。同じく,オ2図は70

 dbの反応波形を示す。
 ぷoo“7

 先ず,音波形を表すC瓢,次いで,C亙の波形の包絡線

 に1一致した負.の極性を有するSP,更に音刺戟開始より約

 1.5m8ec遅れて,大きなpeakを持つN・,N・より約

 1msec遅れて,N2が続くのを観察出来た。1伽5。c
-

 APの強度特性をオ5図に示すが,C胚と異なり,Nlの増加率は・第2図

 閾値附近で大きいが,音圧の増加と共に減じ,従ってその増加は非直

 線的である。但し,侵襲に対しては鋭敏に影響を受け,容易に[E常曲

 線を逸脱する。

 爵圧とNiの潜伏時の蘭係をイ4図に示す。即ち,潜伏時は強い刺

 y戟で短縮する。(通常,1.5～2.O「「1sec)
 2Asp嬢【iaにつレ、て(オ6,7図)

 人工呼吸器の、活動を停止せしめて,人工的に酸素欠乏の状態を作1フ,

 再び人工呼吸器を作動せしめて,APの蔽復の暗闘的推移について検

 索した。オS図は音圧とN1の恢復との関係を示したものであり,N1

 の恢復は検査音の強弱により,著しく異なることが解った。:即ち,cliokの音圧が20dbでは

 120秒経過後に始めて,N・の波形を認め,180秒の観察に於ても,約60%の恢復をみるのみ.

 であった。50dbとした場合,これに反応するN1のi灰優は2'0秒以内に,既に80%に及び,
 早期に100叫の恢復を見る。

 As⑳xiaにおける各電位の変化を明らかにする為に,click60dbとし,各電位の変化につ
 いて観察した。

 この場合N・はC酸の低下よりも遅れて始まり,CMがCMIIに移行する時期にはAPは完全
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 第3図
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 に消失する。

 再び呼吸を行った場合にはN・は直ちに恢復し始め,一時,
 overshoo七する。即ち,1click60dbに反応するN1はC皿より

 も遅く低下し始め,その恢復はC亙より遥かに早期に且づ急峻で

 あることを観察出来た。

 以上の垣蠣から,APは検査音の強弱により,侵襲に対する反

 応態度を異にする。これをCMと比較するなら,ぱ,閾値に近い弱
 い横査音に反応するN・はCMに変化の認められない早期に変化

 し始め,その恢復はCMよりも遅延する。然るに50db以上の強
 いclickを用いて,これに反応するN・とCMとを比較すると,

 この場合のNlはCMよりも遅く変化し始め,且つNIはCMの

 完全に恢復しない時期に既に1凹%恢復する“且つ蘇復は急峻である。
 上記の結果を次の如く考えたい。

 由来,GMは外毛細彪の反応を表すものであるから,CMに何等変化の認められない時期に・
 N1が低下し、CMよりN」の恢復が遅延すると云う事実は外毛細胞の変化以前に・既に異常状

 5
」
骨
3
2
1
0

 第4図
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 第6図

 態となる部位を想定せね

 に硫ら掛戸。そ・の部位とし

 て外毛細胞底部と神経終

 末とのjuncti㎝の醐与を

 推定したい。又C1糎より

 遅く変化し始め、急峻且.
 つ早期に恢復するN1の

 存在に上記の推定だけで

 充分に説明し得ないもの

 _であり,外毛細彪より浸
100db
 @L)襲に対して影響を受け難

 い音倒立を更に推定せねば

 ならなくなる。かかる部

州馨

 第5図

 泣を内毛細胞系と考えた

 レ、o

 Asphyxiaに於て,SP

 は他のいずれの電位に『

 先行して変化し始bる。

 即ち,停止后約ろ0秒経

 過後にその極性を負から

 正へと変化し始め,遂に

 は正へと完全に変転する。

 N・消失后,直に人工

 呼吸器を作動せしめ・呼

 吸を行った場合には再び

 An似娠後のA・P・の回復
 (各音圧に』対"ずる回復率)%
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 次オ元正より負に・,SPの極性は変化するσN1消失后も尚呼吸停止を,続ける丘らば・再び次第に正

 より負に転じ,やがて完全に負に変化する。SPはC蕪の消長とli各々併行し,終には消失すろ。
 CMとSPとは潜伏時を等しくするという事並びに前述の結果から,SPは毛細胞系に起源を

 有するものと解される。.一方・SPはCMと異なり・Ozの遮断に非常に鋭敏に影響奔れると云
 う事実から考えると,SPはoxjdaむivemetaboii8mに密接な関係があると推定したい。
 1000%とbhckとを同時にあたえた場合,100eウsに反応する・CMには歪がみられる。

 この歪はSPの存在部位1に一致してみ・られ,1000%のCMはこの為,h㎝sinUSoidalとなる。
 この現象はSPの極性の如何に拘らず観.聾轡t,瓦消矢後にもこの貌家が認りられた。この成

 績より,この反応が一部物理的因子に文才幸せられている車を示しているものと推i察される・)(オ

 6,8図)

 5Adapt説i㎝について

 a二つのcllckJ)間隔を変えた場合のN1輻互の劇係について

 オ1のclickをC,1とし,オ2の・・chckをC,2と仮称する。
 C,1とC,2との音圧を60dbとし,』二つの音の、lll隔ご任意に変えた場台,C,れて応ずる

 N1は毎回父化なく,C,2のN1は二つの音の間隔ぜ小さくすればする程,その振巾は小とな
 る。C,りのonsetから約2msec以下では,C,2のN・は認められず,この点を過ぎると,

 C,2のN!がみられるようにな・る。約27疏secで,C,1の大賞さに等しくなる。この曲線は

 る。

 灘鑛鱗鯉の愚問灘,綴警諸鐙
 chck4),桑越しをマ50傷!sとした場

 台のNIの記録を示す。貞"ち,C,1

 に続いてC,2のN】、C,5のNユ

 と次オに小さくなるが,或一一定の

 levelに達すると最早,その大きさを

 変化しなくなる。onse採⊂反1題するN1

 は所謂,onseteffectを示すもので

 あるから,之を除外して考えた。210

 G〆8の,,巣遇しまではN・帽互闇に何等

 変化は見られない。.28c/s以上ではC,2のN1の低下が認めら

嚢

 れた。100msec経過后に於てはC,2のN1の低下よ1り更に大冬な低下が認められた。500

 %の繰返しの場合には,onsetのN1ははっきりと認めら覧るが・C,2以下のNユは僅かに
 認められるのみと攻る。C鍛,・SPにけかかる変化が認うられなかった。以上の事異は実験aの
 成績から予想される所とは反対の結果である。即ら,c,1に対しては。,2のN1はclickの
 間隔が小さくなる程,C,1の影響を受け小さくなる。亦,C,1に応じた棚経の一部ぼ灰復す
 るであろうから,C,5以下のNlはC,2のN1に等しいが。或はやや大きな値を示すに違い

 ない。然るに事実はこれに反し・C・2のNiの振巾よ鄭C・5以下のN1の振巾はd・さく奉
 り,やがて一定のIeve1に達する。この現象はchckを繰返した為に起つたものであ外人耳聴

 覚にみられるperstimulatoryadap七a七i㎝に関与する現象と考えられる。
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 C連続刺戟におけるN'1の変化について

 第10図

 中等度音圧〔5面b
 _90db〕の、痂lte-

 noiseで5秒間刺戟をβ勾
10a

 行ノ)た場合にみられる

 Nfについて観察を行80

 つたoC贋に何等の変

 化が認められない50

 dbの持続刺戟后に

 N1には購に変化が認

 められた。音圧を増加
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 するにつれて,その影響は大となる.摂防・80db』90dbの車轍むこ於てはアロomsec経
 過后の恢復は前者では8096,后者では60%であり・完全な恢復昧認められなかった。
 亦,刺戟時間を長くするにつれて・Nマヘの影響は著しくなる。

結

 }合 一
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 C翫kに応ずる齢,沖内諸電位を,正円窓誘導法を用いて観察L4次の如き結果を得た。
 1、C。chlearmiα。抽㎝童。,(CM),Su㎜就囎P・Lenむね玉(SP)・翫tiα脚teト

 七i鴫(AP),の三つの電位を夫々分離記録する事が出来た。
 2.SP振CMの波形の笹絡線に路一致した負の電位である,、但し・或条件下では他のいずれ

 の電位よりも早期に影響を受け・正の電位に転ずる。
 叉,chckと純音とを同時に与えた場合には,純音に反応したCMの波形はchd【に応じた

 9Pの波形に一致して歪を起すのが認め'られた。この現象はSPの極性如何に拘らず観察された。
 従って,現在の処,SPはbiol㎎liea1並びにmec1㎝iea1な性質を兼ね備えた電位と考えられる。
 5,APは磯廻,N1-N2c(}m㎜飢等に分けら才しる。即ち・約4～5m8ec磯い経過

 を示す電位である。

 へAPl矯伏時補する。即ち,摘で瞭肱5mSec・で劫・N2はN1に遅れること
 更に1mseCである。

 5.閾値上の音圧に対してN1の振巾の増加が認められ,その増加率は閾値附近で大きいが,
 音EEの増加と共に減じ、従ザ)て非直線的増加を示す。

 6A躍伽aの状態でば上述の諸電位には次の如き変化が認められた。
 aC盛iは減衰し,所謂,C血豆のみを認めろに到る¢、
 bgPはいずれ.の電位よりも早期に影響を受け,極性を正に・転ずる。

 Asp㎏xiaが高度となるにつれて,再び負に転じ・遂に・消失する。
 cAPの低下並びに恢復は検査音の強弱により異な鮎C廻の変化を比較した場合,弱い

 clickに応ずるN1はCMより早期に減衰bその恢復はCMよりも遅延する。音E逓強
 くtた場合,前者より減衰率は小であり・.CMより早期に且つ完全に恢復する。

 Z二つの連続せるclickに応じたNマを比較すると・click・o、間隔が20-50msecよ

 』372一



 り小なる場合には,cli6k2に応じたN1はclick1のN1に比して振巾は小さい。

 2つのciickの間隔が2msec以内では・clfck2に反応するN1は認められなかった。

 8.多数の連続せるclickに応ずるN1を観察すると,clickの間隔が略々乙Omsecより小

 なる場合,click5以下に反応するN1・の振巾はclick2のN1に比して小である。

 9報1itemj8e(50-90db),5秒間の連続刺戟のN1に及ぼす影響は50db.の刺

 戟で、既に刺戟直后のclickに応ずるN1に認められた。

 ス8、9の現象はCM,SPには認められなかつ≠こ。

 璽監.㌔
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審査結集要旨

 正円窓誘導によるCocblearmicroψqnic(C㈱,Su㎜ah㎎四七㎝七ia1(SP),Ac七ionpote-

 ntial(AP)等に関する報告はRos㎝bii出,Davis等によってなされているが,なお検討の余地を

 残して居り,本邦においては未だ詳細な報告を見ない。

 著者は海演を使用,立ち上りの早い,経過の短いclidkを用いることにより夫々の電位の持つ
 潜伏時の・差を利用して正円窓誘導法により分離観察し次の事実を明かにした。

 1.波形並にN1の強度特性に就いて

 先ず波形について見ると,音波形を表すC翼,次いで音刺激から1.5mSec遅れて大きなpeak

 を持つN1,(次いでN2,時に蝿)更にCMの包絡線に一{致した負の電位すなわちSPが見られる。
 ので弱い音から強い音圧へと検査音の強さをかへて見るとN1,N2は略平行した増加の傾向を示,

 すが,その割合は音圧が増加すればする程減少し従ってその増加は非直線性であり先ず反応強度
 特性において唖(AP).がCMとは異るものであることを朋かにした。

 又人工的に酸素欠乏状態を来たさしめ再びこれを恢復せしめ七N1の低下並びに馬の恢復過程を
 見ると検査音の強弱によってN1は反応態度を異にしCMの変化とr致しない。

 2.As⑳yxiaについで

 Asphyxiaの状態に置くとAPは音圧の強弱によって反応態度を異にし弱い音の場合は減少皐
 が非常に大であり反之強㌔く音に対しては減少皐が小さい。

 叉As睡iaからの縁復の状態も音圧の強弱によって異り音圧が弱い程恢復過程が遅延する。
 叉・Asp醇x量aの状態においてはSPは他の何れの電位よりも早期にその影響を受け極性を正に

 転じ,Asphyxiaが高度になると再び負に転じ,遂に消失する。

 興味あることはclickと純音とを同時に与へると純音に反応したCMの波形はcllckに応じた
 SPの波形に一致して歪を起すのが見られた。

 5.Adaptationについて

 a二つのclickの間隔を変へて見るとqのms就から約2msec以内ではC2のN1は認められ
 ずこの点を過ぎるとC2の喧が見られる様になる。而もqのN1は時間的間隔が大となればなる程大

 となって約27msecでC1のNlo)大きさと等しくなる。この曲線は聴神経の恢復曲線と考へられる
 が,

 b連続したclidkに応ずるN1の時間的推移を見るとN1は却って次第に小さくなる。この現象
 はclickを繰り返した為に起つたものであり人耳聴覚に見られる脚rstinuiatory・adaptati㎝に

 関係する現象そあると考へられる。

 cwhitenoise(50-90db)5秒間の連続刺激のN1に及ぼす影響はqMに何等変化が見られ
 ない50dbの持続刺激後において既にN1に変化が認められた。而して音圧が増加すればする程叉

 刺激時間を長くすればする程N}への影響は大きいことを見たがこのことは即あPOststimulatory
 油ptati㎝に関係せる事実を闡明し得たものであろう。
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